
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三現主義により原理原則を実行することで、事象や変化が理解

でき、自ら「考え」、「理解する」ことでスキルを身に付けるこ

とが出来ます。このスタートはチャレンジすることです。「失敗

からも学ぶ」失敗を恐れることなく多くの事を体験して、自分自

身の知識・技能をプロの領域まで高めていただきたい。 

モノづくりに貢献する高技能保全マンの育成 

（現在の仕事） 

自動車生産設備のオーバーホール業務を行う中で、設

備の基本構造・原理の教育や「現在」、「未来」の新技術・

技能にも対応できる人財の育成に努めている。 

（得意な分野） 

生産設備の保全業務の経験と設備の設計、製作業務を

通して、常にお客様の信頼に応える仕事の仕方と信頼性

の高い設備づくりを意識して保全業務を行っている。自

分の作業に自信と責任が持てることが必要不可欠であ

り、有言実行することにより、技能伝承や人財育成に繋

げている。 

考え、進化し、結果を出す 

自動車業界は 100 年に一度の変革期といわれ、個人の

知識・技能もこの大きな変化に追従していかなければな

りません。人が行う基本技能は確実に受け継がなければ

ならない領域であり、一方で高度・複合化している新技

術にも柔軟に対応できる人財の育成が必要です。 

とちぎマイスター「電気機器組立て（配電盤・制御盤組立て作業）」技能の例 
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